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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パルス発生器と、
　第１の要素を有する磁気コイルであって、前記第１の要素は、（１）内部表面および外
部表面を有する、第１の層と、（２）内部表面および外部表面を有する、第２の層とを備
え、前記第２の層の内部表面は、ある距離だけ、前記第１の層の外部表面から分離される
、磁気コイルと
　を備え、前記第１および第２の層は、前記パルス発生器と電気通信し、個別の第１およ
び第２の磁場を生成するように適合され、前記第１および第２の層は、前記第１および第
２の磁場が結合し、前記第１または第２の磁場のいずれかを上回る場強度を有する、総磁
場を生成するように位置付けられる、システム。
【請求項２】
　前記第２の層の内部表面の全ての点と、前記第１の層の外部表面の全ての対応する点と
の間の距離は、前記２つの表面間の平均距離の約２５％未満の公差内にある、請求項１に
記載のシステム。
【請求項３】
　前記距離は、約５ミリメートル未満である、請求項１に記載のシステム。
【請求項４】
　前記第１の要素の内部表面は、相互に対してある角度にある、少なくとも２つの区画を
備える、湾曲表面または区画化された表面のいずれかである、請求項１に記載のシステム
。
【請求項５】
　前記第１の要素の第１の層は、金属表面内に切り込まれたパターンまたは巻線ワイヤを
備える、請求項１に記載のシステム。
【請求項６】
　前記巻線ワイヤは、単線ワイヤ、撚線ワイヤ、および撚線絶縁リッツ線ワイヤのうちの
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１つを備える、請求項５に記載のシステム。
【請求項７】
　前記第１の要素の第１の層は、複数の巻目の導体を備え、少なくとも１つの対の隣接す
る巻目は、離間され、前記複数の巻目は、前記第１の層を覆って分散される、請求項１に
記載のシステム。
【請求項８】
　前記距離は、前記総磁場が、前記磁気コイルに近接する領域内に生成されるように選択
される、請求項１に記載のシステム。
【請求項９】
　前記第１および第２の層は、各層が、約５０Ｗ未満の熱を発生させるように構成される
、請求項８に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記第１の要素は、内部表面および外部表面を有する、第３の層を備え、前記第３の層
の内部表面は、ある距離だけ、前記第２の層の外部表面から分離され、前記第３の層は、
前記第１および第２の磁場と結合し、前記第１または第２の磁場によって生成される総磁
場を上回る場強度を有する、総磁場を生成する、第３の磁場を生成する、請求項１に記載
のシステム。
【請求項１１】
　前記磁気コイルは、第２の要素を備え、前記第２の要素の内側表面および前記第１の要
素の内側表面は、単一表面の別個の部分を形成する、請求項１に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記単一表面は、直径約１４インチを有する、円筒形の外側表面であり、
　前記第２の要素は、２つの層を備え、
　前記第１の要素の第１および第２の層のそれぞれならびに前記第２の要素の２つの層の
それぞれは、渦巻パターンを備える、
請求項１１に記載のシステム。
【請求項１３】
　請求項１に記載のシステムであって、前記システムは、精神障害を治療する、または脳
機能を向上させるように構成されており、
　前記パルス発生器は、電力を前記磁気コイルに供給し、前記総磁場を生成し、それによ
って、前記コイルに近接して、空中に電場を誘導し、そして
　対象の頭部の少なくとも一部が、前記電場が誘導される領域内に位置するように、対象
が前記磁気コイルに対して配置される、
　システム。
【請求項１４】
　前記精神障害は、気分障害、鬱病、ストレスおよび不安神経症、統合失調症、ＰＴＳＤ
、ならびにＯＣＤのうちの少なくとも１つを備える、請求項１３に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記対象が配置される位置は、仰臥位または座位のいずれかである、請求項１３に記載
のシステム。
【請求項１６】
　パルス発生器と、
　第１の要素を備える磁気コイルであって、前記第１の要素の内側表面は、球状表面の少
なくとも一部を形成し、前記第１の要素は、前記パルス発生器と電気通信する、磁気コイ
ルと
　を備える、システム。
【請求項１７】
　前記磁気コイルのパラメータは、前記コイルが、少なくとも部分的に、前記球状表面に
よって封入される領域に近接して、勾配磁場を生成するように選択され、前記勾配磁場は
、最大約５０Ｖ／ｍの電場を空気中に誘導させる、請求項１６に記載のシステム。
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【請求項１８】
　前記パラメータは、前記球状表面の半径、コイル区画の極角、および前記コイル区画の
方位角から成る群から選択される、請求項１７に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記磁気コイルは、第２の要素を備え、前記第２の要素の内側表面および前記第１の要
素の内側表面は、前記球状表面の別個の部分を形成する、請求項１６に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記第１の要素は、内部表面および外部表面を有する、第１の層と、内部表面および外
部表面を有する、第２の層とを備え、前記第２の層の内部表面は、ある距離だけ、前記第
１の層の外部表面から分離される、請求項１６に記載のシステム。
【請求項２１】
　前記第２の層の内部表面の全ての点と、前記第１の層の外部表面の全ての対応する点と
の間の距離は、前記２つの表面間の平均距離の約２５％未満の公差内にある、請求項２０
に記載のシステム。
【請求項２２】
　前記第１の要素は、複数の巻目の導体を備え、少なくとも１つの対の隣接する巻目は、
離間され、前記複数の巻目は、前記第１の要素を覆って分散される、請求項１６に記載の
システム。
【請求項２３】
　請求項１６に記載のシステムであって、前記システムは、精神障害を治療する、または
脳機能を向上させるように構成されており、
　前記パルス発生器は、電力を前記磁気コイルに供給し、少なくとも部分的に、前記球状
表面によって封入される領域に近接して、勾配磁場を生成し、それによって、前記コイル
に近接して、空気中に電場を誘導し、そして
　対象の頭部の少なくとも一部が、前記電場が誘導される領域内に位置するように、対象
が前記磁気コイルに対して配置される、
　システム。
【請求項２４】
　前記精神障害は、気分障害、鬱病、ストレスおよび不安神経症、統合失調症、ＰＴＳＤ
、ならびにＯＣＤのうちの少なくとも１つを備える、請求項２３に記載のシステム。
【請求項２５】
　前記対象が配置される位置は、仰臥位または座位のいずれかである、請求項２３に記載
のシステム。
【請求項２６】
　誘導電場を使用する治療のためのシステムであって、前記システムは、パルス発生器を
備え、前記パルス発生器は、
　第１の間隔の間、コイルを使用して、勾配磁場を生成するように制御されるように構成
されており、前記磁場は、前記第１の間隔の間、第１の率で増加する規模を有し、前記パ
ルス発生器はさらに、前記磁場の規模が、第２の間隔の間、実質的に、前記第１の率より
小さい第２の率で減少するように、実質的に、前記第１の間隔より長い第２の間隔の間、
制御されるように構成されており、その結果、
　　前記第１の間隔の間、ゼロを上回る規模を有する電場が空気中に誘導され、前記第２
の間隔の間、負の規模の電場が空気中に誘導され、前記第１および第２の間隔を含む周期
にわたって統合される電場は、実質的に、ゼロであり、
　前記第１の間隔および前記第２の間隔は、交互に反復され、そして
　対象の頭部の少なくとも一部が、前記電場が誘導される領域内に位置するように、対象
が前記コイルに対して配置される、
　システム。
【請求項２７】
　ゼロを上回る規模を有する電場の反復は、少なくとも１００Ｈｚの周波数を有する、一
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連の電場パルスを形成する、請求項２６に記載のシステム。
【請求項２８】
　前記対象の脳の部分は、前記対象の脳の皮質表面の少なくとも一部を備える、請求項２
６に記載のシステム。
【請求項２９】
　前記治療は、脳機能の向上、または精神障害の治療を含み、前記精神障害は、気分障害
、鬱病、ストレスおよび不安神経症、統合失調症、ＰＴＳＤ、ならびにＯＣＤのうちの少
なくとも１つを備える、請求項２６に記載のシステム。
【請求項３０】
　前記対象が配置される位置は、仰臥位または座位のいずれかである、請求項２６に記載
のシステム。
【請求項３１】
　誘導電場を使用する治療のためのシステムであって、前記システムは、パルス発生器を
備え、前記パルス発生器は、
　第１の間隔の間、コイルを使用して、勾配磁場を生成するように制御されるように構成
されており、前記勾配磁場は、前記第１の間隔の間、実質的に、一定の振幅を有する複数
の連続正弦波電気パルスを空気中に誘導し、前記パルス発生器はさらに、前記勾配磁場が
、第２の間隔の間、実質的に、ゼロ規模の電場を空気中に誘導するように、前記第２の間
隔の間、制御されるように構成されており、
　前記第１の間隔および前記第２の間隔は、交互に繰り返され、そして
　対象の頭部の少なくとも一部が、前記複数の正弦波パルスが誘導される領域内に位置す
るように、対象が前記コイルに対して配置される、
　システム。
【請求項３２】
　前記連続正弦波パルスの周波数は、約１００Ｈｚを上回る、請求項３１に記載のシステ
ム。
【請求項３３】
　前記対象の脳の部分は、前記対象の脳の皮質表面の少なくとも一部を備える、請求項３
１に記載のシステム。
【請求項３４】
　前記治療は、脳機能の向上、または精神障害の治療を含み、前記精神障害は、気分障害
、鬱病、ストレスおよび不安神経症、統合失調症、ＰＴＳＤ、ならびにＯＣＤのうちの少
なくとも１つを備える、請求項３１に記載のシステム。
【請求項３５】
　前記対象が配置される位置は、仰臥位または座位のいずれかである、請求項３１に記載
のシステム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　本発明は、例えば、以下を提供する：
（項目１）
　パルス発生器と、
　第１の要素を有する磁気コイルであって、前記第１の要素は、（１）内部表面および外
部表面を有する、第１の層と、（２）内部表面および外部表面を有する、第２の層とを備
え、前記第２の層の内部表面は、ある距離だけ、前記第１の層の外部表面から分離される
、磁気コイルと
　を備え、前記第１および第２の層は、前記パルス発生器と電気通信し、個別の第１およ
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び第２の磁場を生成するように適合され、前記第１および第２の層は、前記第１および第
２の磁場が結合し、前記第１または第２の磁場のいずれかを上回る場強度を有する、総磁
場を生成するように位置付けられる、システム。
（項目２）
　前記第２の層の内部表面の全ての点と、前記第１の層の外部表面の全ての対応する点と
の間の距離は、前記２つの表面間の平均距離の約２５％未満の公差内にある、項目１に記
載のシステム。
（項目３）
　前記距離は、約５ミリメートル未満である、項目１に記載のシステム。
（項目４）
　前記第１の要素の内部表面は、相互に対してある角度にある、少なくとも２つの区画を
備える、湾曲表面または区画化された表面のいずれかである、項目１に記載のシステム。
（項目５）
　前記第１の要素の第１の層は、金属表面内に切り込まれたパターンまたは巻線ワイヤを
備える、項目１に記載のシステム。
（項目６）
　前記巻線ワイヤは、単線ワイヤ、撚線ワイヤ、および撚線絶縁リッツ線ワイヤのうちの
１つを備える、項目５に記載のシステム。
（項目７）
　前記第１の要素の第１の層は、複数の巻目の導体を備え、少なくとも１つの対の隣接す
る巻目は、離間され、前記複数の巻目は、前記第１の層を覆って分散される、項目１に記
載のシステム。
（項目８）
　前記距離は、前記総磁場が、前記磁気コイルに近接する領域内に生成されるように選択
される、項目１に記載のシステム。
（項目９）
　前記第１および第２の層は、各層が、約５０Ｗ未満の熱を発生させるように構成される
、項目８に記載のシステム。
（項目１０）
　前記第１の要素は、内部表面および外部表面を有する、第３の層を備え、前記第３の層
の内部表面は、ある距離だけ、前記第２の層の外部表面から分離され、前記第３の層は、
前記第１および第２の磁場と結合し、前記第１または第２の磁場によって生成される総磁
場を上回る場強度を有する、総磁場を生成する、第３の磁場を生成する、項目１に記載の
システム。
（項目１１）
　前記磁気コイルは、第２の要素を備え、前記第２の要素の内側表面および前記第１の要
素の内側表面は、単一表面の別個の部分を形成する、項目１に記載のシステム。
（項目１２）
　前記単一表面は、直径約１４インチを有する、円筒形の外側表面であり、
　前記第２の要素は、２つの層を備え、
　前記第１の要素の第１および第２の層のそれぞれならびに前記第２の要素の２つの層の
それぞれは、渦巻パターンを備える、
項目１１に記載のシステム。
（項目１３）
　項目１に記載のシステムを使用して、精神障害を治療する、または脳機能を向上させる
方法であって、
　前記パルス発生器を介して、電力を前記磁気コイルに供給し、前記総磁場を生成し、そ
れによって、前記コイルに近接して、空中に電場を誘導するステップと、
　対象の頭部の少なくとも一部が、前記電場が誘導される領域内に位置するように、対象
を前記磁気コイルに対して配置するステップと
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　を含む、方法。
（項目１４）
　前記精神障害は、気分障害、鬱病、ストレスおよび不安神経症、統合失調症、ＰＴＳＤ
、ならびにＯＣＤのうちの少なくとも１つを備える、項目１３に記載の方法。
（項目１５）
　前記対象が配置される位置は、仰臥位または座位のいずれかである、項目１３に記載の
方法。
（項目１６）
　パルス発生器と、
　第１の要素を備える磁気コイルであって、前記第１の要素の内側表面は、球状表面の少
なくとも一部を形成し、前記第１の要素は、前記パルス発生器と電気通信する、磁気コイ
ルと
　を備える、システム。
（項目１７）
　前記磁気コイルのパラメータは、前記コイルが、少なくとも部分的に、前記球状表面に
よって封入される領域に近接して、勾配磁場を生成するように選択され、前記勾配磁場は
、最大約５０Ｖ／ｍの電場を空気中に誘導させる、項目１６に記載のシステム。
（項目１８）
　前記パラメータは、前記球状表面の半径、コイル区画の極角、および前記コイル区画の
方位角から成る群から選択される、項目１７に記載のシステム。
（項目１９）
　前記磁気コイルは、第２の要素を備え、前記第２の要素の内側表面および前記第１の要
素の内側表面は、前記球状表面の別個の部分を形成する、項目１６に記載のシステム。
（項目２０）
　前記第１の要素は、内部表面および外部表面を有する、第１の層と、内部表面および外
部表面を有する、第２の層とを備え、前記第２の層の内部表面は、ある距離だけ、前記第
１の層の外部表面から分離される、項目１６に記載のシステム。
（項目２１）
　前記第２の層の内部表面の全ての点と、前記第１の層の外部表面の全ての対応する点と
の間の距離は、前記２つの表面間の平均距離の約２５％未満の公差内にある、項目２０に
記載のシステム。
（項目２２）
　前記第１の要素は、複数の巻目の導体を備え、少なくとも１つの対の隣接する巻目は、
離間され、前記複数の巻目は、前記第１の要素を覆って分散される、項目１６に記載のシ
ステム。
（項目２３）
　項目１６に記載のシステムを使用して、精神障害を治療する、または脳機能を向上させ
る方法であって、
　前記パルス発生器を介して、電力を前記磁気コイルに供給し、少なくとも部分的に、前
記球状表面によって封入される領域に近接して、勾配磁場を生成し、それによって、前記
コイルに近接して、空気中に電場を誘導するステップと、
　対象の頭部の少なくとも一部が、前記電場が誘導される領域内に位置するように、対象
を前記磁気コイルに対して配置するステップと
　を含む、方法。
（項目２４）
　前記精神障害は、気分障害、鬱病、ストレスおよび不安神経症、統合失調症、ＰＴＳＤ
、ならびにＯＣＤのうちの少なくとも１つを備える、項目２３に記載の方法。
（項目２５）
　前記対象が配置される位置は、仰臥位または座位のいずれかである、項目２３に記載の
方法。
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（項目２６）
　誘導電場を使用する治療の方法であって、
　（ａ）第１の間隔の間、コイルを使用して、勾配磁場を生成するようにパルス発生器を
制御するステップであって、前記磁場は、前記第１の間隔の間、第１の率で増加する規模
を有する、ステップと、
　（ｂ）前記磁場の規模が、第２の間隔の間、実質的に、前記第１の率より小さい第２の
率で減少するように、実質的に、前記第１の間隔より長い第２の間隔の間、前記パルス発
生器を制御するステップであって、その結果、
　　前記第１の間隔の間、ゼロを上回る規模を有する電場が空気中に誘導され、前記第２
の間隔の間、負の規模の電場が空気中に誘導され、前記第１および第２の間隔を含む周期
にわたって統合される電場は、実質的に、ゼロである、ステップと、
　（ｃ）ステップ（ａ）および（ｂ）を交互に反復するステップと、
　（ｄ）対象の頭部の少なくとも一部が、前記電場が誘導される領域内に位置するように
、対象を前記コイルに対して配置するステップと
　を含む、方法。
（項目２７）
　ゼロを上回る規模を有する電場の反復は、少なくとも１００Ｈｚの周波数を有する、一
連の電場パルスを形成する、項目２６に記載の方法。
（項目２８）
　前記対象の脳の部分は、前記対象の脳の皮質表面の少なくとも一部を備える、項目２６
に記載の方法。
（項目２９）
　前記治療は、脳機能を向上させる、または精神障害を治療することを含み、前記精神障
害は、気分障害、鬱病、ストレスおよび不安神経症、統合失調症、ＰＴＳＤ、ならびにＯ
ＣＤのうちの少なくとも１つを備える、項目２６に記載の方法。
（項目３０）
　前記対象が配置される位置は、仰臥位または座位のいずれかである、項目２６に記載の
方法。
（項目３１）
　誘導電場を使用する治療の方法であって、
　（ａ）第１の間隔の間、コイルを使用して、勾配磁場を生成するようにパルス発生器を
制御するステップであって、前記勾配磁場は、前記第１の間隔の間、実質的に、一定の振
幅を有する複数の連続正弦波電気パルスを空気中に誘導する、ステップと、
　（ｂ）前記勾配磁場が、前記第２の間隔の間、実質的に、ゼロ規模の電場を空気中に誘
導するように、第２の間隔の間、前記パルス発生器を制御するステップと、
　（ｃ）前記ステップ（ａ）および（ｂ）を交互に繰り返すステップと、
　（ｄ）前記対象の頭部の少なくとも一部が、前記複数の正弦波パルスが誘導される領域
内に位置するように、対象を前記コイルに対して配置するステップと
　を含む、方法。
（項目３２）
　前記連続正弦波パルスの周波数は、約１００Ｈｚを上回る、項目３１に記載の方法。
（項目３３）
　前記対象の脳の部分は、前記対象の脳の皮質表面の少なくとも一部を備える、項目３１
に記載の方法。
（項目３４）
　前記治療は、脳機能を向上させる、または精神障害を治療することを含み、前記精神障
害は、気分障害、鬱病、ストレスおよび不安神経症、統合失調症、ＰＴＳＤ、ならびにＯ
ＣＤのうちの少なくとも１つを備える、項目３１に記載の方法。
（項目３５）
　前記対象が配置される位置は、仰臥位または座位のいずれかである、項目３１に記載の
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方法。
　本発明の種々の実施形態は、空気中における電場の誘導のためのシステムを特徴とする
。これらのシステムは、以前に公知のコイルと比較して、サイズが小さく、嵩張らず、ほ
とんど熱を発生させ得ない。いくつかの実施形態では、これは、部分的に、従来のコイル
と比較して、コイルの全体的抵抗を減少させ、ひいては、コイルによって発生される熱を
減少させるように、２つの層を有する少なくとも１つの要素を有する、コイルを採用する
ことによって達成される。加えて、または代替として、いくつかの実施形態では、コイル
は、円筒形、球状、平坦、または屈曲形状の１つのみまたは２つの要素を含む。そのよう
なコイルは、患者の頭部が、コイルによって囲繞される必要がなく、コイルによって封入
される領域の外側に電場を誘導することができ、これは、患者の快適性を増加させ、同時
に、コイルサイズを患者の頭部を囲繞するコイルより小さくすることを可能にすることが
できる。種々の実施形態はまた、１つ以上の要素を有するコイルを使用して、可変総磁場
を発生させることによる、治療の方法を特徴とする。可変磁場は、空気中に電場を誘導し
、患者の脳は、場が障害の治療および／または脳機能の向上のために誘導される、領域内
に配置される。
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